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別表第１ 直接測定による出来形管理 
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工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
   （参 考） 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

1 掘削 

 

1 

基準高(V) 

 ◯±   65 

 

 ◯±  100 

 

線的なものについては

施工延長おおむね 50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

2 

幅(W) 

基準幅、 小段幅等 

 ◯＋  300  ◯－  100 

 

◯－  150 

3 

法長(L) 

 

法長５ｍ未満◯±  125 

  

 〃 ５ｍ以上◯±  2.5％ 

◯－  200 

 

◯－   4％ 

4 

施工延長 

 ◯－  200 

2 盛土 1 

基準高(V) 

◯±   65 

 

◯±  100 

 

上記と同一。 

2 

幅(W) 

天端幅、 小段幅等 

◯＋  300  ◯－  100 

 

◯－  150 

3 

法長(L) 

 

法長５ｍ未満◯±   65 

  

 〃 ５ｍ以上◯±  1.3％ 

◯－  100 

 

◯－   2％ 

4 

施工延長 

 ◯－  200 
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管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

基準高、幅、

法長で20点

以上のもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記のもの

で20点未満

のもの 

左記のもの

で箇所単位

のもの 

 

 
 

Ｗ２ Ｗ２ 
Ｌ２ 

Ｌ２ 
Ｌ３ 

Ｌ１ 

Ｗ１ 

ｖ 

土砂 

岩 
Ｌ１ 

Ｃ Ｌ 

 

 

同   上 同   上 同   上  余盛を指定し

た場合は余盛

計画高により

管理する。 

 

Ｌ２ 

Ｌ１ 

ｗ１ 

ｗ２ 
Ｌ３ 

Ｖ 

Ｃ Ｌ 
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工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

 

 

１ 

 

共 

 

通 

 

工 

 

事 

3 石積み 

 

コンクリー

トブロック

積み 

 

石張工 

 

コンクリー 

トブロック

張り 

河川護岸 

  は除く 

1 

基準高(V) 

◯＋   40    ◯－   25 ◯＋   65 ◯－   40 線的なものについては

施工延長おおむね 20ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

厚さ(Ｔ１、Ｔ２)の測定

は各々、法長２ｍ未満は

１箇所(おおむねＬ/２)、

２ｍ以上は２箇所(おお

むねＬ/３、２/３Ｌ)測定す

ることを原則とする。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

2 

厚 さ(T１) 

 

(T２) 

石面より裏込コンクリ

ート背面まで 

       ◯±   30 

石面より裏込材料背面

まで 

      ◯－   65 

 

 

◯－   50 

 

 

◯－  100 

3 

法長(L) 

 

法長２ｍ未満◯±   25 

 

 〃 ２ｍ以上◯±   50 

◯－   40 

 

◯－   75 

4 

施工延長 

 

 ◯－ 0.1％、 

ただし延長 

10ｍ未満 ◯－   50 

10ｍ以上 50ｍ未満 

      ◯－  100 

50ｍ以上 200ｍ未満 

     ◯－  200 

5 

凹凸 

法長の１％ 

(コンクリートブロッ

ク積みのみ) 

 

4 基礎杭打工 

 

 

1 

基準高(V) 

 

 

◯＋   50    ◯－   30 

 

場所打杭   ◯±   30 

深礎杭    ◯±   30 

◯＋   75  ◯－   45 

 

場所打杭 ◯±   45 

深礎杭    ◯±   45 

重要構造物は全数、それ

以外は施工本数 20 本当

たり 1 本測定し、20 本

未満は 2 本測定する。 

支持杭については打止

まり沈下量を全数測定

する。 

木杭 

 

 

プレキャス

トコンクリ

ート杭 

 

 

鋼管杭 

 

 

場所打杭 

 

 

深礎杭 

2 

偏心(e) 

 

 

別表ア参照 

 

深礎杭 100 

 

別表ア参照 

 

深礎杭 150 
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管  理  方  式 

測  定  箇  所  標  準  図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

基準高、厚

さ、法長で

20点以上の

もの 

左記のもの

で20点未満

のもの 

左記のもの

で箇所単位

のもの及び

施工延長 

 基礎コンクリ

ートは 1-8 コ

ンクリート基

礎 を 適 用 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法長の１％と

は、山と谷の

差の絶対値を

いう。 

― 基準高、偏

心。 

なお、別に

支持力を示

したものに

ついては、

杭打ち成績

表(様式４)

による。 

― 

ｘ 

ｙ 

e= (x2+y2) 

 

Ｖ 

ｅ 

 

場 所 打 杭 と

は、オールケ

ー シ ン グ 工

法、リバース

工法、アース

ドリル工法と

する。 

 

 

Ｔ２ 

Ｔ１ 

Ｖ 

Ｌ 

Ｔ２ 1% 


